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第１章　本研究について

・

第２章　中庭と宗教的価値観

第３章　アラブ地域における特性
3-2  住居に中庭を持つ地域
　アラブ地域の住居の特性として中庭を持つことを挙げたが
迷路状の都市構造と中庭を有する住居は古代メソポタミアの
ウルの都市から見られ、高密に住むことができるこの住居
形態は土地利用の点からも都市防御の点からも優れ、この地
域で継承されてきたと考えられる。古代ローマの住居におい
ても中央にある屋根のない部分をアトリウムと呼び空間とし
て識別された。北アフリカに伝播する過程で初期イスラーム
の住宅構成と地中海文化や環境に合わせて地域性が出ており、
イスラーム帝国の一部であった南スペインでもパティオと
いった名称で残っていることがわかる。

3-3  シェルターとしての住居と中庭
　厳しい乾燥気候であるアラブ地域では砂やほこりが風に
よって舞い込み、酷暑と強い日差しに脅かされる。そこでこ
の地域の住居には防御性の長けたシェルターとしての役割が
より強く求められることとなる。そのため固く厚い壁を有し、
外部への開口は最小限とされた。その中で中庭を持つことで、
そこから光と空気取り込むことが可能となる。厚い壁で囲む
ことで静かで外気があまり伝わらず、時に日影を作り出し屋
根がなくとも日射を避けることができる中庭は過ごしやすい
空間となり、住居にて中心的位置を確立した。これは中庭を
表すアラビア語が家の中心という意味を持つことからもわか
り、住居はこの空間を囲む役割を担っているといえる。

3-4  住居を形成する諸条件の相違
　気候は住居形態を決める要素として極めて重要である。形
態のみならず周辺環境における干渉、例えば入手可能な建築
材量にも大きくかかわるためだ。アラブ地域と括る中でも気
候は異なる。アラビア半島やサハラ砂漠周辺は砂漠気候なの
に対して北アフリカの沿岸部は地中海性気候に分類される。
その中でも雨量や気温はより細かに異なるが、一方で夏場の
雨量が少なく好天が続き、うだるような暑さとなることは共
通項である。そのため先述したようにシェルターとして住居
が役割を果たす。建築材料は降雨量などにより木材の有無に
差はあるものの、基本的には普遍的に手に入る土を用いたレ
ンガ造や土壁が多いため中庭を持つことに問題はない。

図２　ムハンマドの家の見取図
１．預言者の教友たちのための屋根付部分
２．屋根付の礼拝の場
３．私的な部屋
４．建物の三つの側面からの入り口
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2-2  イスラーム教と庭
　クルアーンには天国について緑と水があふれる庭が存在する
といった描写がある。これは砂漠を有する乾燥地帯であるアラ
ブ地域ではまさに楽園であり、こうした庭への渇望が宮殿やモ
スクといった様々な庭園を有する建築から見てとることができ
る。そのためクルアーンでの楽園の描写に基づきタイルで装飾
を施し、噴水を設置することで楽園をイメージした庭園を作り
出した。そういった宗教的価値観から中庭が住居にも取り込ま
れていったと見ることもできる。

2-3  住居の中心としての中庭
　イスラーム教における本質的な価値観の一つとして外面より
も内面を重視する点があげられる。内と外という概念はイスラ
ーム以前に既に存在した他の一神教との共生を図る上でも欠か
せない考えである。ここでの外面、内面は自己における内面的
正しさの強調はもちろん、物事においても同一であった。その
ため中庭を持つ住居は内と外を切り分ける宗教的価値観にも
合致している。この地域の住居を見れば、外壁は簡素なつくり
で最低限の開口部しか持たない一方、内部の中心である中庭は
金銭的余裕があれば装飾などが施されウチのものだけが享受し
うる重要な空間として位置づけられた。
　そうした中庭は屋根がないため家畜の飼育に利用された以外
にも、結婚式などの儀式を行ったり、女性達がソトを気にせず
過ごすことのできるウチの空間として利用された。

2-4  預言者ムハンマドの住居
　ムハンマドがメッカでの迫害から逃れメディナへ移住した際、
居住地と集会所としてムハンマド自ら建てた家は、現在では預
言者のモスクとされ大規模な改修を経たため、そのままの形を
残していないが、当時は 51m四方の中庭を有し東側に預言者
の妻たちの部屋があった。南側がキブラであり屋根付きの礼拝
の場として機能した。礼拝の場としての役割を担ったため、
広い中庭や側面に付属のように造られ、私的な部屋の様子はア
ラブ地域の住居とは異なるが、壁で囲って主要な内的空間を作
るという点はこの地域の住居の本質的特徴となった。　

図３　雨温図
( 左 ) チュニス /地中海性気候
( 右 ) カイロ / 砂漠気候図 1　論文構成

1-2  研究背景
　本研究は宗教が人々の生活や暮らしに与えた影響を建築史の観点
から探っていくことを動機としている。そこで住居の構成に焦点を
当て、一般的な気候や地形のみならず宗教との結びつきを考察する
ことで、住居パターンを形成する新たな切り口を見つけたいと思う。

1-3  研究目的
　本論文ではアラブ・イスラーム地域における住居パターンの類似
性に着目する。中でも中庭は住居の主要素として広くみられる。
国や地域に照準を合わせ、気候条件などを元に住居の形態を分析し
ている研究は多いが、それらがただイスラーム圏であるから共通
しているとするのではなく、なぜここまで広く伝播し継承されたの
かを分析することを本研究の目的とする。

1-4  既往研究と本研究
　本研究では以下の研究を既往研究と位置づける。
〇小西美代子「アラブ・イスラーム都市の住居における中庭の概念
について」、1994
〇フリードリヒ・ラゲット 著、深見奈緒子 訳『アラブの住居』、
マール社、2016
　先行研究では住居形態の考察は宗教観や土着の諸条件に焦点が当
てられてきた。そこで本研究ではより社会規範に深く通底している
イスラーム法から住居の規定を分析することで建築家なき建築であ
る住居がいかにして類似性をもったか考察する。

1-5  研究方法
(Ⅰ) イスラーム教の宗教観と中庭の結びつきについてまとめる。
(Ⅱ) この地域の気候や地形の相違点から中庭への影響をまとめる。
(Ⅲ) イスラーム法が中庭に与えた影響をまとめる。
(Ⅳ) 周縁地域との各条件の違いから中庭の伝播条件を分析する。
(Ⅴ) これらに対して考察を行う。

1-6  論文構成



第 4章　イスラーム法と住居
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4-2  イスラーム法と人々の暮らし
　人々の暮らしは来世で信徒を天国へ導くシャリーアを法
解釈したイスラーム法に則っている。イスラーム法の法源
は聖典クルアーン、預言者ムハンマドの生前の言行を伝え
るハディース、共同体全体の合意であるイジュマー、法的
類推により規定を適用するキヤースの四つの典拠により、
行使力はこの順に強い。これらは暮らしの規範のみならず、
都市構成からさらに住居においても適応される。そのため
住居形態の類似性をこれらの典拠から見ることでイスラー
ム教が住居形成に与えた影響を考えることができるだろう。

4-3  イスラーム法による住居の規定
　ここではクルアーンとハディースからプライバシーにつ
いての記載を引用していく。人々のプライバシーは尊重さ
れ、例えば私的領域をのぞき込むといったプライバシーの
侵害は禁止されている。

〇クルアーン ( 第 24 章第 28 節 )

「あなたがた信者よ、許しを求めて、家族に挨拶するまで

は、自分の家以外の住まいに入ってはならない。

それはあなたがたのために善い。必ずあなたがたは留意す

るであろう。」

〇クルアーン ( 第 24 章第 28 節 )

「男の信者たちに言ってやるがいい。『（自分の係累以外の

婦人に対しては）かれらの視線を低くし、貞潔を守れ。』

それはかれらのために一段と清廉である。アッラーはかれ

らの行うことを熟知なされる。」

〇ハディース ( 第 3 巻  礼儀の書 p.230)

「アブー・フライラは伝えている　預言者は『他人の家を

許可なく覗き見する者の目はくり抜いても差し支えない』

と申された。」

　上記はクルアーンやハディースからの引用であるが、
住居において内と外を明確に区別し、内は私的空間として
プライバシーが担保されることが求められていたことがわ
かる。そのため各居室の窓が外路から覗けない高さなどに
設計されているのはもちろんのこと外界から遮断された中
庭空間の重要性がうかがえる。前章までに述べてきた宗教
的価値観や気候条件の類似以上にイスラーム圏の共通理解
であるイスラーム法に住まい方の記述がなされていること
は住居形態を決定するうえで深くかかわっているのではな
いかと推測する。

第５章　アラブ地域周縁の住居から見る中庭の発生条件の分析
5-2  気候条件の変化
　第３章でも触れたようにアラブ地域の気候は北アフリカ北部の地中海性気候を除き、広くが
乾燥帯でありそのほとんどが砂漠気候である。周縁地域ではアラブ地域の西方 ( マグリブ地域 )
を南下すると乾燥帯を経て、赤道付近ではサバナ気候、熱帯となる。東方 ( マシュリク地域 ) を
東へいくとアラブ地域と同じ乾燥帯か地中海性気候の地域である。東南アジアまでイスラーム
勢力は広がったが熱帯雨林気候で気候や植生は大きく異なる。気候条件の異なるイスラーム圏の
インドネシア、マドゥラ島の住居を参照すると、熱帯雨林気候であるため乾かして用いる日干し
レンガではなく、木造の家屋となっている。空間構成は中庭を持たず、屋根付きの半屋外空間と
してテラス ( アンペル ) を有す。屋根を作ることができる木造の特性を考えると、入手可能な建
築材量や降雨量違いといった気候条件の違いが中庭の空間の有無にかかわることが分析できる。

5-3  イスラーム教伝播時期での差異
　イスラーム教は誕生の 7世紀から勢力を拡大
し、軍事征服のみならず交易による拠点にも
イスラーム教を伝播させてきた。14 から 15 世
紀にかけて勢力は最大となり、インドでは 17
世紀ごろまでイスラーム王朝は拡大した。
インド、ラーホールの住居をみると、中庭に
よって３つのタイプに大別できる。
　①1階に中庭を設けた住居
　②上階に中庭を持つ住居
　③中庭を持たない住居
これは敷地の広さに関係し、①は貴族や富裕層の建てた大規模な邸宅であることがほとんどであ
る。中庭を囲んで居室が配置されておりアラブ地域の住居形態と類似性がある。この①を理想
とし、狭い敷地で中庭を持つつ居住空間を確保するために高層化し最上階に中庭を設けたのが
②である。中庭を 1階に設けていない点や高層化によってアラブ地域との類似性は弱まる。③は
中庭を設けるほどの敷地広さがない。①というアラブ地域の住居に極めて近い形を理想とし、中
庭を持つことを目指すのは後からイスラーム教が伝わったことでアラブ地域の住居パターンが
確立されており、それを参考にしたためではないか。

5-4  土着文化との関わり
　イスラーム教は勢力の拡大をしつつも、他宗教特に他の一神教に関しては人頭税を支払うこと
で改宗を強制しなかった。そのため、イスラーム勢力の配下にあった地域でももともとの信仰に
よってアラブ・イスラーム地域の住居形態にする必要はなかった。マケドニアではオスマン帝国
の支配下にあっても伝統的な住居形態を残したため、チャルダックという外にオープンな広間
空間をもち、家族生活や結婚などの儀式の中心として用いられた。
　
　

第 6章　考察
6-1  中庭の伝播と限界
　前章で見たように気候が変化する地域では中庭をもつことはなくなるが、気候条件が近い
地域でも土着の宗教と会合しながら発展したイスラーム圏では伝播の時期によって既に住居
パターンが発生している地域に強い類似性は見られなかった。このことから、気象条件の一致
のみならず、強い宗教観の一致が住居形成に重要な要素となると考察する。

6-2  アラブ地域の住居の類似性を生む条件
　本論でまとめた複数のアラブ・イスラーム地域に共通する条件の関係性を考察する。
まず人間が手を加えることができない自然条件の気候や地形が基礎となる。イスラームの
宗教的価値観は厳しい自然環境の中で人間の脆弱さを認め、一方で絶対的である唯一のもの
への畏怖が通底にあることからも、気候が宗教的価値観に影響を及ぼしていることがわかる。
実際に地獄のイメージはむしろ現世の過酷な環境に近く、天国は現世で渇望した環境である。
しかしこの気候と宗教的価値観の結びつきだけでは広大な地域に強い類似性をもった住居が
生まれることは稀有ではなくなるだろう。より広い範囲に住居デザインが伝播するには共通の
ルール、イスラーム法が関わってくるといえる。イスラーム法において住居に関わる規定は
プライバシーの保護として法源に記載されているものがほとんどであり、内と外という宗教的
価値観との合致が見られる。その規範に則った住居は中庭を有しプライバシーを守る造りをし
つつウチを充実させる造りとなっているが、気候条件に合ったシェルターとして役割とも合致
している。これは結果として合致したのではなく、厳しい気候条件によって内と外という隔た
りを強固にすることがこの地域で生まれた宗教観に備わり、その内と外の概念がさまざまな事
象に反映されたためであると考察する。イスラーム法は宗教理念に則った人々の規範であるか
ら、私的空間を守る文言は気候条件から段階発生したといえる。
　つまり、これらの条件が階層的に積み重なることで中庭を持ち強い類似性を持つ住居がこの
広い地域に共通してみられるということができるだろう。

・山本 直彦 他「デサ・サングラ・アグン ( インドネシア・マドゥラ島 ) における住居および
　集落の空間構成」、1998
・布野 修司 , 山根 周 『ムガル都市―イスラーム都市の空間変容』、京都大学学術出版会、2008
・白濱  謙一「マケドニアにおける伝統的住居についての研究」、1991
・井筒俊彦 訳『コーラン』第１～３巻、岩波書店
・ブハーリー /牧野 信也 訳『ハディース』全６巻、中央公論社、2001
・Jonas Benzion Lehrman『Earthly paradise: garden and courtyard in Islam』
　University of California Press、1980
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図4　インド・ラーホール旧市街における都市住居の典型例
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　　　『アラブの住居』、マール社、2016
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図５　住居パターンを作る条件


